






































































































































































































かにしようとする立場に立っていた。1904 年の著書 Psychology：An introductory study of 
the structures and functions of human consciousness が日本語に訳され、本邦で出版された
のは、1910 年（明治 43 年）のことである。
　「心象といふ語を用いる時は、思想の感覚的内容（視覚や聴覚）を主としていふ場合である」、
「心象といふ働きが発達して来れば、始めて未来を知り、過去を顧みるといふ大切な機能を行





















































































































































































































大正 9 年 （1920） 「愛の幻」（ウィルヘルム・ジェンセン、フロイド他著　良書普及会）
大正 11 年 （1922） 「精神分析法」（久保良英著　中央館書店）
大正 12 年 （1923） 「精神分析學」（ヒングレー著　寮佐吉訳　東京聚英閣）
大正 15 年 （1926） 「精神分析入門」（フロイト著　安田徳太郎訳　アルス）
昭和 2 年 （1927） 「聯想実験法」（チェ・ゲー・ユング著　日本精神医学会）
6．賢治と心理学者William James
































































































































W.James（1902）The Varieties of Religious Experience: A Study in Human Nature, Being the Clifford 
Lectures on Natural Religion delivered at Edinburgh in 1901-1902, London & Bombay: Longmans, Green, 










F. David Peat（1987）Synchronicity The Bridge Between Matter and Mind F. デヴィッド ピート（1999）著，
管 啓次郎訳（1999）シンクロニシティ，サンマーク出版










Watson, J. B.（1913） Psychology as the Behaviorist Views It, Psychological Review, 20.












 2011 年 10 月 31 日受理

